
『
氷
室
』2

0
2
1

年5

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
九
七
）
晩
春

植
物

【
片
栗
】

本
州
中
部
以
北
か
ら
北
海
道
に
自
生
す
る
多
年
性
草
本
で
あ
る
。

四
月
下
旬
か
ら
五
月
中
旬
に
か
け
て
開
花
す
る
。
「
片
栗
」
の
漢
字

は
、
食
用
に
す
る
根
の
鱗
片
が
栗
の
片
割
れ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

あ
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

濃
厚
で
は
な
い
が
、
春
ら
し
い
ほ
の
か
な
甘
い
香
り
を
放
つ
。
夏

に
落
葉
し
、
赤
い
実
を
つ
け
、
秋
に
は
若
葉
を
つ
け
、
初
冬
に
は
蕾

を
つ
け
、
そ
の
ま
ま
越
冬
す
る
と
い
う
、
少
し
変
わ
っ
た
生
き
方
を

す
る
植
物
で
あ
る
。
夏
に
落
葉
す
る
こ
と
か
ら
「
ナ
ツ
ボ
ウ
ズ
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
樹
皮
が
柔
ら
か
く
、
丈
夫
で
、
鬼
で
も
縛
れ
る
と
い

う
意
味
で
「
鬼
縛
り
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

球
根
か
ら
片
栗
粉
（
か
た
く
り
こ
）
を
採
っ
て
い
た
が
、
現
在
販

売
さ
れ
て
い
る
片
栗
粉
の
大
部
分
は
、
馬
鈴
薯
澱
粉
で
あ
る
。
他
に

も
小
麦
や
玉
蜀
黍
の
澱
粉
が
流
通
し
て
い
る
。
片
栗
の
球
根
か
ら
取

っ
た
片
栗
粉
は
消
化
が
よ
く
、
病
後
の
滋
養
用
に
使
わ
れ
、
飲
食
が

進
ま
ぬ
病
人
に
は
片
栗
粉
を
湯
で
溶
か
し
て
飲
ま
せ
て
い
た
。

料
理
で
は
、
揚
げ
物
の
衣
を
付
け
る
た
め
の
調
理
用
粉
や
、
麺
類

に
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
中
華
料
理
で
は
餡
掛
け
に
多
用
さ
れ
、

酢
豚
は
私
の
大
好
物
で
あ
る
。
竜
田
揚
げ
、
か
ら
揚
げ
用
粉
と
し
て

も
多
用
す
る
。
片
栗
粉
は
カ
リ
ッ
と
揚
が
る
。

歳
時
記
で
は
「
明
る
い
林
な
ど
に
群
落
を
作
る
ユ
リ
科
の
多
年
草

の
花
。
早
春
、
一
対
の
葉
を
広
げ
て
花
茎
の
先
端
に
淡
紫
色
で
花
弁

の
付
け
根
に
濃
紫
色
の
斑
点
の
あ
る
花
を
つ
け
、
う
つ
む
き
か
げ
ん

に
咲
く
」
と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年6

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
九
八
）
初
夏

植
物

【
バ
ナ
ナ
】

甘
蕉
、
実
芭
蕉

バ
ナ
ナ
は
バ
シ
ョ
ウ
科
バ
シ
ョ
ウ
属
の
う
ち
、
果
実
を
食
用
と
す

る
品
種
群
の
総
称
で
、
そ
の
果
実
の
こ
と
を
い
う
。
い
く
つ
か
の
原

種
か
ら
育
種
さ
れ
た
多
年
性
植
物
で
、
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
の
地
域
で

栽
培
さ
れ
る
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
で
あ
る
。
種
に
よ
っ
て
は
熟
す

ま
で
は
毒
を
持
つ
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
果
実
は
最
初
下
に
向
っ
て

成
長
し
、
後
に
上
に
向
か
う
の
で
湾
曲
す
る
。

古
く
は
芭
蕉
と
呼
ば
れ
、
食
す
る
も
の
は
実
芭
蕉
と
も
呼
ば
れ
た
。

漢
名
は
香
蕉
、
葉
の
繊
維
を
主
に
利
用
す
る
イ
ト
バ
シ
ョ
ウ
は
同
属

異
種
で
あ
る
。
バ
ナ
ナ
の
原
産
地
は
東
南
ア
ジ
ア
、
熱
帯
ア
ジ
ア
で

あ
り
、
栽
培
の
歴
史
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

バ
ナ
ナ
は
草
本
で
あ
る
。
園
芸
学
上
は
野
菜
に
分
類
さ
れ
る
。
高

く
伸
び
る
部
分
は
偽
茎
（
仮
茎
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
葉
鞘
が
重

な
り
あ
っ
て
で
き
て
い
る
。
茎
は
地
下
で
横
に
這
う
。
バ
ナ
ナ
の
花

（
花
序
）
は
偽
茎
の
先
端
か
ら
出
て
、
ぶ
ら
下
が
る
。
大
き
な
花
弁

に
見
え
る
の
が
苞
葉
で
、
果
指
の
部
分
が
本
当
の
花
で
あ
る
。
果
指

一
つ
が
一
本
の
バ
ナ
ナ
に
成
長
し
、
果
房
が
房
に
な
る
。
開
花
は
一

本
の
偽
茎
に
一
回
の
み
で
、
開
花
後
は
株
元
か
ら
吸
芽
を
出
し
て
枯

れ
る
。
熱
帯
か
ら
の
輸
入
の
バ
ナ
ナ
は
、
害
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

青
い
バ
ナ
ナ
し
か
通
関
で
き
な
い
。
日
本
に
入
っ
て
か
ら
温
度
調
整

な
ど
に
よ
っ
て
追
熟
さ
れ
、
黄
色
く
な
っ
て
か
ら
出
荷
さ
れ
る
。
沖

縄
、
奄
美
大
島
、
石
垣
島
で
「
島
バ
ナ
ナ
」
が
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
七
月
か
ら
九
月
が
旬
で
、
小
粒
で
甘
い
物
が
多
い
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年6

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
九
九
）
初
夏

植
物

【
蒟
蒻
の
花
】

蒟
蒻
の
花
は
、
四
年
芋
以
上
作
付
け
さ
れ
た
物
に
咲
く
の
で
、
蒟

蒻
の
花
は
珍
し
い
。
蒟
蒻
芋
は
一
年
芋
、
二
年
芋
、
三
年
芋
と
あ
っ

て
、
産
地
で
は
三
年
栽
培
し
、
三
年
芋
を
出
荷
し
、
洗
浄
後
、
薄
く

ス
ラ
イ
ス
し
て
乾
燥
さ
せ
て
製
粉
す
る
。
蒟
蒻
工
場
で
は
蒟
蒻
粉
を

練
り
、
石
灰
の
粉
を
混
ぜ
て
煮
て
蒟
蒻
と
な
る
。

蒟
蒻
の
花
は
、
五
月
の
中
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
、
紫
が
か
っ
た
海

老
茶
色
の
変
わ
っ
た
形
の
花
が
咲
く
。
丈
が
約
一
メ
ー
ト
ル
三
〇
セ

ン
チ
に
な
る
。
花
が
終
わ
っ
て
か
ら
葉
が
地
下
か
ら
出
て
来
る
。

「
蒟
蒻
植
う
」
は
晩
春
の
季
語
、「
蒟
蒻
の
花
」
は
初
夏
の
季
語
、

「
蒟
蒻
掘
る
」
は
初
冬
の
季
語
で
、
蒟
蒻
玉
、
蒟
蒻
玉
掘
る
、
蒟
蒻

玉
干
す
、
蒟
蒻
干
す
な
ど
の
傍
題
が
あ
る
。
「
蒟
蒻
氷
ら
す
」
は
晩

冬
の
季
語
で
、
氷
蒟
蒻
、
氷
蒟
蒻
造
る
な
ど
の
傍
題
が
あ
る
。

蒟
蒻
は
独
特
の
食
感
を
持
ち
、
一
旦
凝
固
さ
せ
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
は

水
溶
性
を
持
た
ず
、
強
い
弾
力
を
示
す
。
カ
ロ
リ
ー
は
三
〇
〇
グ
ラ

ム
（
一
枚
）
で
二
一

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
非
常
に
低
い
。
蒟
蒻
の
お

で
ん
に
二
グ
ラ
ム
の
練
り
辛
子
を
つ
け
た
場
合
、
練
り
辛
子
の
方
が

カ
ロ
リ
ー
が
高
い
。

蒟
蒻
を
食
用
す
る
地
域
は
、
日
本
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
、

ア
ジ
ア
各
国
で
あ
る
。
貴
州
省
、
雲
南
省
、
四
川
省
な
ど
で
少
数
民

族
が
多
い
地
域
で
よ
く
食
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
地
で
は
「
魔
芋
」「
魔

芋
豆
腐
」
と
い
う
名
称
の
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
る
。

英
語
で
「D

evil's
tongue

（
悪
魔
の
舌
）
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
和

食
ブ
ー
ム
、
低
カ
ロ
リ
ー
食
品
と
し
て
欧
米
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年7

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
〇
）
晩
夏

植
物

【
凌
霄
の
花
】
凌
霄
花

凌
霄
花

の
う
ぜ
ん
か
づ
ら

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
の
蔓
性
落
葉
樹
で
、
七
月
か
ら
八
月
に
橙
色

の
漏
斗
状
の
花
が
咲
く
。
花
の
先
端
は
五
裂
し
て
開
く
。
直
径
六
か

ら
七
セ
ン
チ
の
花
に
な
る
。

古
名
が
「
ノ
ウ
セ
ウ
（
陵
苕
）
」
ま
た
は
「
ノ
セ
ウ
」
で
、
訛
っ

て
「
ノ
ウ
ゼ
ン
」
と
な
っ
た
。
ま
た
蔓
が
他
の
木
に
絡
み
攀
じ
登
る

た
め
「
カ
ヅ
ラ
」
の
名
が
つ
い
た
。
古
く
は
「
ま
か
や
き
（
陵
苕
）
」

と
も
呼
ば
れ
た
。
「
ノ
ウ
セ
ウ
」
に
つ
い
て
は
凌
霄
（
り
ょ
う
し
ょ

う
）
の
朝
鮮
読
み
で
あ
る
「
ヌ
ン
ソ
」
の
訛
り
と
す
る
説
が
あ
る
。

漢
名
の
凌
霄
花
は
「
霄
（
そ
ら
）
を
凌
ぐ
花
」
の
意
で
あ
る
。
漢

詩
で
は
他
に
絡
む
の
で
愛
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
現
代
の
中
国
語
で
は

「
紫
葳
（zǐ

w
ēi

）
」
と
呼
ば
れ
る
。
英
語
で
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
フ

ラ
ワ
ー
と
呼
ば
れ
る
。

花
は
暖
地
で
晩
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
大
量
に
形
成
さ
れ
、
落
花
す

る
と
蜜
が
た
れ
て
周
り
を
湿
ら
す
。
そ
の
蜜
に
メ
ジ
ロ
や
蜂
が
集
ま

る
。
蜜
に
は
毒
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
根
拠
の
な

い
俗
説
で
あ
る
。
新
梢
に
房
と
な
っ
て
花
が
枝
元
か
ら
次
々
と
咲
く
。

花
は
毎
日
咲
い
て
は
散
る
。
花
が
終
わ
っ
た
新
梢
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
樹
勢
が
衰
え
る
の
で
剪
定
が
必
要
で
あ
る
。
鳥
媒
花
で
、

ハ
チ
ド
リ
が
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
嘴
を
花
の
中
に
さ
し
込
ん
で
蜜

を
吸
う
。

花
や
樹
皮
は
、
漢
方
薬
で
利
尿
や
通
経
に
使
わ
れ
る
。
園
芸
品
種

が
複
数
存
在
し
、
ピ
ン
ク
や
黄
色
な
ど
の
花
色
も
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年7

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
一
）
三
夏

植
物

【
梯
梧
の
花
】

海
紅
豆

梯
梧
は
、
イ
ン
ド
原
産
の
マ
メ
科
の
落
葉
高
木
で
あ
る
。
四
月
か

ら
五
月
に
、
葉
よ
り
も
早
く
直
径
五
か
ら
八
セ
ン
チ
の
真
っ
赤
な
蝶

形
の
花
を
多
数
開
く
。
幹
や
枝
に
太
い
刺
が
あ
り
、
花
の
盛
り
に
木

全
体
が
赤
く
見
え
る
。
イ
ン
ド
や
マ
レ
ー
半
島
が
原
産
で
、
日
本
で

は
沖
縄
県
が
北
限
と
さ
れ
る
。
鹿
児
島
県
奄
美
群
島
の
加
計
呂
麻
島

の
諸
鈍
海
岸
で
は
約
八
〇
本
の
並
木
道
と
な
っ
て
い
る
。
各
地
に
梯

梧
の
大
木
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
交
易
船
の
航
海
の
目
印
と
す

る
た
め
な
ど
で
沖
縄
か
ら
植
栽
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

梯
梧
の
一
種
で
あ
る
海
紅
豆
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
原
産
で
ア
メ
リ
カ
梯

梧
と
も
い
わ
れ
る
。
梯
梧
よ
り
寒
さ
に
強
く
、
本
州
の
暖
地
に
植
樹

さ
れ
て
い
る
。

梯
梧
は
落
葉
性
で
あ
る
が
、
木
全
体
が
落
葉
す
る
こ
と
は
な
く
、

花
が
咲
く
枝
が
落
葉
す
る
傾
向
が
あ
る
。
枝
先
に
穂
状
に
花
が
咲
く
。

葉
は
大
き
な
幅
の
広
い
葉
を
三
枚
つ
け
る
三
出
複
葉
で
あ
る
。
木
は

太
く
な
る
が
高
く
な
ら
ず
横
に
枝
を
張
る
。
材
は
加
工
し
や
す
い
の

で
漆
器
の
材
料
と
な
る
。

梯
梧
は
沖
縄
県
の
県
花
で
あ
る
。
『
島
唄
』
で
「
咲
き
乱
れ
風
を

呼
び
嵐
が
来
た
」
と
唱
わ
れ
る
。
梯
梧
が
立
派
に
咲
い
た
年
は
台
風

の
当
た
り
年
だ
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

根
本
や
根
か
ら
も
芽
が
出
る
の
で
人
家
の
庭
に
は
植
え
ら
れ
る
こ

と
は
少
な
い
。
沖
縄
で
は
「
や
し
き
こ
ー
さ
ー
（
屋
敷
壊
さ
ー
）
」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
根
の
力
が
強
い
た
め
に
家
の
近
く
に
植
え

る
と
、
根
が
伸
び
て
家
を
傾
か
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年8

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
二
）
仲
夏

植
物

【
桑
の
実
】

桑
い
ち
ご

桑
の
実
は
、
桑
い
ち
ご
と
も
呼
ぶ
。
桑
は
ク
ワ
科
の
落
葉
高
木
で
、

実
は
、
初
め
赤
く
、
や
が
て
七
月
か
ら
八
月
に
紫
黒
色
に
変
じ
て
熟

す
。
多
汁
で
甘
い
。

日
本
で
は
ク
ワ
と
い
え
ば
ヤ
マ
グ
ワ
を
指
す
。
薬
草
園
に
あ
る
桑

は
マ
グ
ワ
で
、
薬
用
で
は
ク
ワ
と
い
え
ば
マ
グ
ワ
を
指
す
。
ヤ
マ
グ

ワ
は
マ
グ
ワ
の
代
用
品
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。

桑
の
実
は
、
ク
ワ
科
ク
ワ
属
の
落
葉
樹
の
実
の
総
称
で
あ
る
。
か

つ
て
養
蚕
が
日
本
で
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
各
地
に
桑
畑
の
名
残
が
あ

る
。
接
木
で
繁
殖
さ
せ
る
た
め
各
地
で
独
自
の
品
種
が
育
成
さ
れ
、

様
々
な
品
種
が
生
ま
れ
た
。
自
生
の
ヤ
マ
グ
ワ
も
あ
る
。
英
語
で
は

マ
ル
ベ
リ
ー
（M

ulberry

）
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ミ
ュ
ー
ル
（M

ure

）

と
い
う
。

桑
の
実
に
は
強
い
抗
酸
化
作
用
が
あ
る
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
多

く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
多
い
。
可
食
部
一
〇
〇
グ
ラ
ム
あ
た
り
の
成
分

は
、
米
国
農
務
省
国
立
栄
養
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
に
記
載
さ
れ
て
い

る
生
の
マ
ル
ベ
リ
ー
の
場
合
（
五
訂
日
本
食
品
標
準
成
分
表
に
は
記

載
が
な
い
）
、
ビ
タ
ミ
ンE

とC

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
八
七
ミ
リ

グ
ラ
ム
と
三
六
・
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
リ
ウ
ム
も
一

九
四
ミ
ル
グ
ラ
ム
あ
る
。

多
少
未
熟
で
紅
紫
色
の
果
実
を
桑
椹
（
そ
う
じ
ん
）
と
い
う
。
焼

酎
（
三
五
度
）
一
リ
ッ
ト
ル
に
桑
椹
三
〇
〇
グ
ラ
ム
を
漬
け
、
冷
暗

所
に3

か
月
ほ
ど
保
存
し
て
桑
椹
酒
を
作
る
。
低
血
圧
、
冷
え
症
、

不
眠
症
な
ど
の
滋
養
目
的
に
、
就
寝
前
に
盃1

、2

杯
飲
む
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年8

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
三
）
仲
夏

植
物

【
楊
梅
】

山
桃

や
ま
う
め

楊
梅
（
や
ま
も
も
）
は
、
山
桃
と
も
書
き
、
ま
た
、
や
ま
う
め
と

も
呼
ぶ
。
楊
梅
は
ヤ
マ
モ
モ
科
の
常
緑
高
木
で
、
暖
地
の
山
地
に
自

生
し
、
雌
雄
異
株
で
あ
る
。
樹
形
が
良
い
の
で
、
公
園
や
庭
に
植
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
四
月
ご
ろ
、
数
珠
つ
な
ぎ
に
小
さ
な
ピ
ン
ク

で
、
花
弁
四
枚
の
目
立
た
な
い
花
を
つ
け
る
。
実
は
夏
に
赤
く
熟
し

て
、
直
径
一
か
ら
二
セ
ン
チ
の
球
形
と
な
る
。

甘
酸
っ
ぱ
い
味
が
あ
り
、
独
特
の
樹
脂
の
香
り
が
あ
る
。
雌
株
に

つ
く
果
実
は
六
月
頃
に
紅
色
か
ら
暗
赤
色
に
熟
し
、
食
べ
ら
れ
る
。

表
面
に
粒
状
突
起
を
密
生
す
る
。

ヤ
マ
モ
モ
の
原
産
地
は
、
中
国
大
陸
や
日
本
で
、
暖
地
に
生
育
し
、

暑
さ
に
強
い
。
日
本
で
は
関
東
以
南
の
低
地
や
山
地
に
自
生
し
て
い

る
。
本
州
南
部
以
南
で
は
、
海
岸
や
低
山
の
乾
燥
し
た
尾
根
な
ど
、

痩
せ
地
で
森
林
を
構
成
す
る
の
で
、
重
要
は
樹
種
で
あ
る
。
中
国
で

は
江
蘇
省
、
浙
江
省
が
産
地
で
、
と
り
わ
け
寧
波
市
に
属
す
る
余
姚

市
や
慈
渓
市
、
あ
る
い
は
温
州
市
甌
海
区
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
産

地
で
あ
る
。
千
年
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
古
木
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

静
岡
県
伊
東
市
の
蓮
着
寺
に
あ
る
「
蓮
着
寺
の
ヤ
マ
モ
モ
」
は
国

の
天
然
記
念
物
で
あ
る
。
高
知
県
で
は
シ
イ
ラ
漬
漁
業
に
使
う
シ
イ

ラ
漬
の
下
に
、
葉
が
付
い
た
ヤ
マ
モ
モ
の
枝
を
垂
ら
し
て
お
い
て
、

隠
れ
よ
う
と
す
る
小
魚
を
誘
き
寄
せ
、
小
魚
を
目
当
て
に
集
ま
っ
て

く
る
シ
イ
ラ
を
巻
き
網
で
捕
る
と
い
う
漁
法
が
あ
る
。
高
知
県
の
県

の
花
、
徳
島
県
の
県
の
木
、
知
多
市
、
西
都
市
、
那
珂
川
市
、
下
松

市
の
市
の
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年9

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
四
）
三
秋

動
物

【
稲
雀
】

稲
が
実
る
と
、
田
圃(

た
ん
ぼ)

や
掛
稲
に
雀
が
群
れ
を
な
し
て
や

っ
て
く
る
。
鳥
威
し
な
ど
で
脅
す
と
一
斉
に
逃
げ
る
が
、
す
ぐ
ま
た

戻
っ
て
く
る
。

雀
は
一
般
的
に
、
米
を
食
べ
る
害
鳥
と
さ
れ
て
お
り
、
人
間
と
雀

の
関
係
は
稲
作
の
開
始
と
と
も
に
始
ま
っ
た
と
言
え
る
。
穀
物
の
好

き
な
雀
が
、
人
間
の
米
作
り
を
見
逃
す
は
ず
は
な
い
。
一
方
、
人
間

は
雀
を
追
い
払
う
た
め
に
案
山
子
、
鳴
子
、
反
射
テ
ー
プ
、
鳥
追
い

の
儀
式
な
ど
、
長
い
闘
い
の
歴
史
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

雀
は
稲
が
熟
れ
て
で
き
た
米
を
食
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
籾
の
中

で
米
が
ま
だ
固
く
な
ら
な
い
状
態
で
も
吸
う
。
米
の
味
わ
い
方
を
良

く
知
っ
て
い
る
。

雀
の
撃
退
方
法
は
、
基
本
的
に
は
鴉
と
同
じ
で
あ
る
。
小
面
積
で

利
益
が
勝
る
な
ら
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
。
雀
は

鴉
よ
り
小
さ
く
、
網
の
目
の
大
き
さ
、
網
と
地
面
の
隙
間
に
も
注
意

す
る
。
古
く
か
ら
対
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
案
山
子
は
、
本
物
の
人

間
に
似
て
い
る
方
が
効
果
的
で
、
マ
ネ
キ
ン
も
活
用
さ
れ
る
。

雀
用
の
麦
畑
を
用
意
す
る
例
が
沖
縄
大
東
諸
島
に
あ
る
。
酒
を
染

み
込
ま
せ
た
穀
類
を
食
べ
さ
せ
て
雀
を
酔
わ
せ
て
捕
獲
す
る
例
が
鳥

取
市
に
あ
る
。

一
方
、
雀
は
田
の
雑
草
の
種
子
も
食
べ
、
春
か
ら
夏
の
繁
殖
期
に

は
害
虫
を
食
べ
て
、
稲
の
収
穫
量
を
上
げ
る
貢
献
も
あ
る
。

稲
の
敵
に
は
、
鹿
や
猪
も
あ
る
。
猪
は
寝
転
が
る
よ
う
に
し
て
稲

を
倒
し
て
米
を
食
べ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年9

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
五
）
三
秋

植
物

【
椋
鳥
】

椋
鳥
（
む
く
）

全
長
は
二
四
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
雀
と
鳩
と
の
中
間
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
で
あ
る
。
尾
羽
を
加
え
る
と
鵯
よ
り
一
回
り
小
さ
い
。
翼
と
胸
、

頸
は
茶
褐
色
で
、
頸
か
ら
頭
部
に
か
け
て
と
腰
に
白
い
部
分
が
混
じ

る
。
足
お
よ
び
嘴
は
黄
色
い
。
雄
は
、
胸
、
腹
、
背
が
黒
っ
ぽ
く
、

雌
は
褐
色
に
近
い
。

東
ア
ジ
ア
（
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ロ
シ
ア
東
南
部
、
朝
鮮
半
島
、

日
本
）
に
分
布
す
る
。
日
本
国
内
で
は
、
ほ
ぼ
全
域
に
分
布
す
る
留

鳥
で
、
北
部
の
も
の
は
、
冬
に
南
部
に
移
動
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
低
地
の
平
野
や
低
山
地
に
か
け
て
広
く
生
息
す
る
。
都
市
部
な

ど
の
人
家
付
近
や
田
畑
な
ど
で
も
よ
く
見
か
け
る
。

椋
鳥
は
雑
食
性
で
、
植
物
の
種
子
や
果
物
、
虫
の
幼
虫
な
ど
を
食

べ
る
。
地
面
を
歩
い
て
虫
を
探
し
、
木
の
枝
に
留
ま
っ
て
柿
の
熟
し

た
実
を
つ
い
ば
む
。
椋
の
木
の
実
を
好
ん
で
食
べ
る
た
め
「
椋
鳥
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
椋
に
限
ら
ず
幅
広
く

食
べ
る
。
稲
田
の
害
虫
も
よ
く
食
べ
る
益
鳥
で
あ
る
。
巣
箱
を
か
け

て
や
る
と
、
よ
く
入
る
。

繁
殖
期
は
春
か
ら
夏
で
、
木
の
洞
や
人
家
の
軒
先
な
ど
の
穴
に
巣

を
作
り
、
両
親
で
子
育
て
を
行
い
、
両
親
が
揃
っ
て
出
掛
け
て
食
糧

を
探
し
、
仲
良
く
歩
き
回
る
。
雛
が
巣
立
つ
と
親
子
と
も
に
集
ま
っ

て
群
れ
を
形
成
す
る
。
夜
は
広
範
囲
か
ら
一
か
所
に
集
ま
っ
て
ね
ぐ

ら
を
形
成
し
、
冬
は
数
万
羽
の
大
群
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
都
市
部

の
街
路
樹
な
ど
に
ね
ぐ
ら
を
形
成
す
る
場
合
も
あ
り
、
大
量
の
糞
に

よ
る
汚
染
被
害
、
鳴
き
声
に
よ
る
騒
音
被
害
が
社
会
問
題
と
な
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年
月1

0

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
六
）
晩
秋

動
物

【
鵯
】

鵯

鵯
は
、
白
頭
鳥
と
も
い
う
。
ス
ズ
メ
目
ヒ
ヨ
ド
リ
科
ヒ
ヨ
ド
リ
属

に
分
類
さ
れ
る
鳥
類
の
一
種
で
あ
る
。
日
本
、
サ
ハ
リ
ン
、
朝
鮮
半

島
南
部
、
台
湾
、
中
国
南
部
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
北
部
（
ル
ソ
ン
島
）

に
分
布
す
る
。
日
本
国
内
で
は
留
鳥
ま
た
は
漂
鳥
と
し
て
ご
く
普
通

に
見
ら
れ
る
が
、
他
の
地
域
で
は
生
息
数
が
少
な
い
。

鵯
の
「
ヒ
ー
ヨ
」
と
い
う
鳴
声
が
名
の
由
来
で
、
大
き
な
声
が
個

性
で
あ
る
。
果
実
や
花
の
蜜
な
ど
、
甘
い
も
の
を
好
み
、
特
に
柿
、

枇
杷
、
蜜
柑
な
ど
の
果
実
を
食
べ
、
桜
の
花
の
蜜
な
ど
も
吸
う
。
食

欲
旺
盛
で
独
占
欲
が
強
く
、
蜜
を
吸
う
他
の
鳥
を
追
い
払
う
。

例
え
ば
雀
は
桜
を
盗
蜜
す
る
。
つ
ま
り
花
を
ち
ぎ
っ
て
蜜
だ
け
を

奪
う
。
こ
れ
は
花
粉
の
媒
介
と
は
な
ら
な
い
。
一
方
、
鵯
は
顔
を
花

に
突
っ
込
ん
で
い
る
。
蜜
を
吸
っ
た
結
果
、
顔
が
花
粉
で
染
ま
り
、

花
粉
を
運
ん
で
く
れ
る
存
在
と
な
る
。
さ
ら
に
種
を
遠
く
に
運
ん
で

く
れ
る
役
割
を
持
つ
。

鵯
は
渡
り
鳥
で
も
あ
る
。
短
い
距
離
を
移
動
す
る
ほ
か
、
北
海
道
、

本
州
以
南
の
長
距
離
移
動
す
る
も
の
も
い
る
。
冬
は
日
本
の
南
の
方

や
平
地
で
過
ご
し
、
夏
は
山
地
や
北
海
道
な
ど
の
涼
し
い
場
所
で
過

ご
す
個
体
が
い
る
。
全
部
が
渡
り
を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
夏
で
も

平
地
で
見
ら
れ
る
鵯
も
い
る
。
冬
に
比
べ
る
と
数
が
少
な
い
。
夏
山

に
い
る
鵯
は
繁
殖
期
で
警
戒
心
が
強
く
観
察
が
難
し
い
。

仔
飼
い
に
す
る
と
非
常
に
よ
く
慣
れ
、
飼
い
主
を
見
分
け
る
こ
と

か
ら
平
安
時
代
は
貴
族
の
間
で
盛
ん
に
飼
わ
れ
、
個
体
名
が
付
け
ら

れ
た
。
鵯
越
の
地
名
は
渡
り
の
場
所
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年1
0

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
七
）
晩
秋

植
物

【
烏
瓜
】

烏
瓜
の
花
が
開
花
す
る
様
子
を
観
察
す
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。
夕

方
、
一
七
時
頃
は
莟
で
あ
る
。
一
八
時
頃
、
少
し
開
く
。
一
八
時
半
、

も
こ
も
こ
し
た
感
じ
に
膨
れ
る
。
一
八
時
四
五
分
、
拡
が
っ
て
く
る
。

一
九
時
、
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
に
な
る
。
一
九
時
五
〇
分
、
開
花
で
あ
る
。

翌
朝
に
は
花
は
し
ぼ
ん
で
い
る
。

雌
花
の
花
芽
は
普
通
は
五
弁
で
、
た
ま
に
四
弁
や
六
弁
の
も
の
も

あ
る
。
後
部
に
反
り
返
り
、
縁
が
白
く
紐
状
に
な
っ
て
、
ま
る
で
レ

ー
ス
の
ハ
ン
カ
チ
の
よ
う
に
伸
び
る
。
直
径
一
〇
セ
ン
チ
に
も
な
る
。

翌
朝
、
日
の
出
前
に
花
は
萎
む
。
花
が
目
立
つ
の
は
、
受
粉
の
た
め

夜
行
性
の
蛾
を
引
き
寄
せ
る
た
め
で
、
大
型
の
雀
蛾
を
呼
ぶ
。
花
筒

が
長
く
、
長
い
口
吻
を
持
つ
蛾
で
な
い
と
花
の
奥
の
蜜
に
届
か
な
い
。

雌
の
株
に
の
み
果
実
が
で
き
る
。
果
実
は
直
径
五
な
い
し
七
セ
ン

チ
の
卵
型
で
あ
る
。
楕
円
形
や
丸
い
も
の
な
ど
が
あ
る
。
縦
に
縞
模

様
の
あ
る
緑
色
で
、
一
〇
月
以
後
に
熟
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
色
や
朱
色

に
な
る
。
蔓
が
枯
れ
る
と
実
の
み
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
中
に
は

蟷
螂
の
頭
に
似
た
黒
褐
色
の
種
子
が
入
っ
て
い
る
。

烏
瓜
の
原
産
地
は
、
中
国
と
日
本
で
、
日
本
の
本
州
、
四
国
、
九

州
に
自
生
し
て
い
る
。
雌
雄
異
株
で
あ
り
、
一
つ
の
株
に
は
、
雄
か

雌
か
、
ど
ち
ら
か
が
付
く
。
手
紙
を
意
味
す
る
玉
章
の
別
名
を
持
る
。

日
本
の
漢
方
薬
で
は
烏
瓜
と
同
属
の
黄
烏
瓜
の
根
を
止
渇
、
潤
肺

に
使
う
。
生
薬
名
は
「
栝
楼
根(

カ
ロ
コ
ン)

」
で
日
本
薬
局
方
に
収

載
さ
れ
る
。
根
か
ら
採
る
澱
粉
は
天
瓜
粉
で
、
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
の

役
割
と
し
て
、
古
く
か
ら
汗
疹
を
予
防
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年1
1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
八
）
晩
秋

植
物

【
落
花
生
】

南
京
豆

中
国
名
も
落
花
生
で
あ
る
。
花
は
九
月
。
生
薬
名
は
、
落
花
生
（
ラ

ッ
カ
セ
イ
）
、
落
花
生
枝
葉
（
ラ
ッ
カ
セ
イ
シ
ヨ
ウ
）
、
落
花
生
油

（
ラ
ッ
カ
セ
イ
ユ
）
が
あ
る
。
種
子
に
脂
肪
油
、
サ
ポ
ニ
ン
、
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
が
あ
る
。

南
米
原
産
と
さ
れ
る
が
世
界
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
南
米
か

ら
東
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
江
戸
時
代
に
日
本
に
渡
来
し
た
。

一
年
草
で
、
茎
が
根
元
で
分
枝
し
て
広
が
り
、
花
は
無
柄
の
黄
色

い
蝶
形
花
で
、
花
が
咲
く
前
に
自
家
受
粉
す
る
。
花
の
数
日
後
に
子

房
柄
が
下
へ
伸
び
て
地
中
に
潜
り
込
み
実
が
な
る
。

日
本
の
地
方
名
で
は
、
沖
縄
方
言
の
地
豆
（
ぢ
ま
め
、
ジ
ー
マ
ー

ミ
）
、
唐
人
豆
（
と
う
じ
ん
ま
め
）
、
異
人
豆
（
い
じ
ん
ま
め
）
、
鹿

児
島
県
の
だ
っ
き
し
ょ
（
落
花
生
）
、
長
崎
県
の
ド
ー
ハ
ッ
セ
ン
、

ロ
ー
ハ
ッ
セ
ン
（
落
花
生
）
、
高
知
県
の
底
豆
な
ど
が
あ
る
。
「
ジ

ー
マ
ー
ミ
豆
腐
」
は
、
落
花
生
を
使
っ
た
沖
縄
県
や
鹿
児
島
県
の
郷

土
料
理
で
あ
る
。

千
葉
県
で
は
、
収
穫
し
た
落
花
生
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
円
筒
状

の
野
積
み
を
作
る
。
ボ
ッ
チ
積
み
、
豆
ぼ
っ
ち
、
落
花
生
ぼ
っ
ち
な

ど
と
呼
ば
れ
る
。
千
葉
県
を
代
表
す
る
作
物
の
落
花
生
の
秋
の
収
穫

期
の
畑
に
、
た
く
さ
ん
の
ぼ
っ
ち
が
並
ん
で
独
特
の
景
観
を
作
る
。

ぼ
っ
ち
に
よ
る
乾
燥
は
、
産
地
で
の
栽
培
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
か
ら
東
北
地
方
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
で
は
、
節
分
の
豆

ま
き
に
、
他
の
地
域
の
よ
う
に
大
豆
で
は
な
く
落
花
生
を
撒
く
。



『
氷
室
』2

0
2
1

年1
1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
九
）
三
冬

天
文

【
霜
】

霜
の
花

霜
の
声

青
女

大
霜

深
霜

強
霜

朝
霜

夜
霜

霜
晴

霜
雫

霜
解

霜
の
別
称
で
あ
る
青
女
は
『
淮
南
子
』
の
「
天
文
訓
」
に
あ
り
、

霜
や
雪
を
降
ら
す
と
い
う
女
神
で
、
転
じ
て
霜
の
こ
と
に
な
っ
た
。

空
気
と
接
触
し
て
い
る
物
体
の
表
面
の
温
度
が
霜
点
（
温
度
が
摂

氏
〇
度
以
下
の
と
き
の
露
点
の
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
る
）
よ
り
も

低
く
な
る
と
、
空
気
中
の
水
蒸
気
が
昇
華
し
て
、
物
体
の
表
面
に
微

細
な
結
晶
構
造
の
氷
に
な
る
。
こ
の
結
晶
が
霜
で
あ
る
。
霜
が
発
生

す
る
こ
と
を
「
霜
が
お
り
る
」
「
霜
が
降
る
」
と
表
現
す
る
。

霜
柱
は
、
地
中
の
水
分
が
地
表
に
染
み
出
し
て
柱
の
形
に
凍
る
も

の
で
、
霜
と
は
異
な
る
現
象
で
あ
る
。

霜
は
、
冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
地
域
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
、

内
陸
部
で
は
放
射
冷
却
が
起
こ
り
や
す
く
、
最
低
気
温
が
低
い
の
で

よ
く
発
生
す
る
。
風
が
弱
く
、
晴
れ
て
放
射
冷
却
が
発
生
し
、
気
温

が
約
五
度
以
下
に
な
っ
た
朝
に
は
、
地
面
付
近
の
温
度
が
〇
度
以
下

と
な
り
、
霜
が
降
り
る
。

寒
候
期
の
最
初
の
霜
を
初
霜
、
最
後
の
霜
を
終
霜
と
い
い
、
気
候

学
上
、
初
霜
か
ら
終
霜
ま
で
を
霜
期
間
、
終
霜
か
ら
初
霜
ま
で
を
無

霜
期
間
と
呼
ぶ
。

風
が
強
い
と
き
や
雨
や
雪
が
降
る
と
き
な
ど
に
は
、
霜
は
発
生
し

に
く
い
。
谷
底
な
ど
、
冷
気
が
溜
ま
り
や
す
い
場
所
は
、
「
霜
道
」

「
霜
穴
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
霜
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
で
き
る
。
例

え
ば
積
雪
の
表
面
に
も
で
き
る
。
し
か
し
、
草
や
木
の
葉
や
茎
、
地

面
、
建
物
や
車
の
窓
な
ど
に
付
着
し
た
も
の
が
目
立
つ
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
〇
）
三
冬

生
活

【
焼
藷
】

焼
芋

石
焼
芋

焼
藷
屋

焼
い
た
甘
藷(

さ
つ
ま
い
も)

で
、
石
焼
藷
を
売
る
声
に
は
季
節
感

が
あ
る
。
焼
藷
は
栗
に
近
い
味
と
い
う
こ
と
で
八
里
半
、
ま
た
は
栗

よ
り
（
九
里
四
里
）
う
ま
い
十
三
里
と
も
い
う
。
店
で
は
「
焼
芋
」

と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

焼
芋
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
る
。
当
時
、
腰
の
高
さ
ほ
ど
あ
る
壺
の

中
に
炭
を
入
れ
て
、
壺
の
内
部
の
空
気
を
熱
し
て
焼
く
中
国
伝
来
の

壺
焼
方
式
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
熱
し
た
石
で
焼
く
石
焼
芋
は
戦
後
、

昭
和
二
六
年
、
三
野
輪
万
蔵
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い

る
。
石
焼
芋
は
、
壺
焼
に
比
べ
て
短
時
間
で
大
量
の
処
理
が
可
能
で

あ
る
。
三
野
輪
は
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
経
験
を
生
か
し
て
、
道
具
を
リ

ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
移
動
販
売
を
行
い
、
現
在
に
至
る
移
動
販
売
の
原

型
と
な
っ
た
。

冬
の
日
に
枯
葉
を
集
め
て
燃
や
す
焚
火
の
最
後
に
、
芋
を
入
れ
て

焼
く
焼
芋
も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
最
近
は
焚
火
が
街
中
で
は

で
き
な
い
。

壺
焼
で
は
遠
赤
外
線
の
輻
射
熱
を
利
用
し
て
低
温
で
長
時
間
か
け

て
調
理
す
る
。
じ
っ
く
り
熱
を
加
え
ら
れ
た
芋
は
、
デ
ン
プ
ン
の
酵

素
分
解
が
促
さ
れ
て
甘
味
が
強
く
な
る
。
最
近
、
ま
た
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
壺
が
目
新
し
く
、
人
気
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
志
向
の
追
い

風
で
焼
芋
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
る
。

甘
藷
は
初
秋
の
季
語
で
、
す
で
に
『
氷
室
』
で
紹
介
し
た
。
一
六

世
紀
末
に
宮
古
島
に
伝
わ
り
、
享
保
年
間
に
青
木
昆
陽
が
関
東
に
普

及
さ
せ
た
。
第
一
一
次
朝
鮮
通
信
使
が
朝
鮮
半
島
に
伝
え
た
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
一
）
三
冬

植
物

【
万
両
、
千
両
、
百
両
、
十
両
、
一
両
】

花
は
夏
の
季
語
で
あ
る
が
、
万
両
、
千
両
、
百
両
、
十
両
、
一
両

は
赤
い
実
を
付
け
、
古
来
、
正
月
の
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
る
。

万
両
は
、
千
両
よ
り
沢
山
実
が
付
く
こ
と
か
ら
名
前
が
付
い
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
園
芸
種
に
は
白
や
黄
色
の
実
が
あ
る
。

千
両
は
、
山
林
の
半
日
陰
に
自
生
す
る
常
緑
小
低
木
で
、
花
は
黄

緑
色
で
小
さ
く
、
果
実
は
球
形
で
赤
く
熟
す
る
。
千
両
は
葉
の
上
の

に
実
を
つ
け
、
鳥
に
食
べ
ら
れ
や
す
く
、
万
両
は
葉
の
下
に
実
を
つ

け
て
垂
れ
下
が
り
、
千
両
よ
り
も
重
み
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
（
唐
橘
）
は
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
属
の

常
緑
小
低
木
で
、
葉
は
常
緑
で
冬
に
赤
い
果
実
を
つ
け
美
し
い
の
で
、

鉢
植
え
な
ど
栽
培
も
さ
れ
る
。
寛
政
年
間
に
葉
に
斑
が
入
っ
た
も
の

が
大
流
行
し
、
百
両
単
位
で
取
り
引
き
さ
れ
た
こ
と
か
ら
百
両
と
呼

ば
れ
る
。
流
行
は
数
年
で
終
わ
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
再
燃
し
た
。

現
在
、
新
潟
県
と
島
根
県
を
中
心
に
、
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
（
藪
柑
子
）
は
林
内
に
生
育
し
、
栽
培
も
さ
れ
る
。

十
両
と
も
い
う
。
細
く
長
い
地
下
茎
（
匍
匐
茎
）
が
横
に
這
っ
て
、

先
は
直
立
す
る
地
上
茎
に
な
る
。

ア
リ
ド
オ
シ
（
蟻
通
し
）
は
、
ア
カ
ネ
科
ア
リ
ド
オ
シ
属
の
常
緑

低
木
で
、
一
両
と
も
言
う
。
千
両
、
万
両
と
と
も
に
植
え
て
、
「
千

両
万
両
有
り
通
し
」
と
称
し
て
正
月
の
縁
起
物
と
す
る
。
刺
が
細
長

く
、
蟻
で
も
刺
し
貫
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
刺
が
多
く
、

蟻
で
な
い
と
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
と
い
う
、
名
の

由
来
に
は
二
つ
の
説
が
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年2

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
二
）
三
冬

天
文

【
冬
の
雲
】

冬
雲

凍
雲

寒
雲

富
士
の
笠
雲

冬
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
強
い
寒
気
が
や
っ
て
来
て
、
日
本
海
側
で
は

曇
り
の
日
が
多
く
雪
が
降
る
。
低
い
と
こ
ろ
に
雲
が
で
き
る
た
め
一

層
空
が
ど
ん
よ
り
す
る
。
太
平
洋
側
で
は
山
か
ら
乾
い
た
風
が
吹
い

て
来
る
た
め
、
乾
燥
し
て
晴
れ
る
日
が
多
い
。
晴
れ
た
冬
の
空
は
雲

が
少
な
く
、
秋
よ
り
も
空
が
高
く
見
え
る
日
が
多
い
。

正
岡
子
規
は
、
「
春
雲
は
綿
の
如
く
、
夏
雲
は
岩
の
如
く
、
秋
雲

は
砂
の
如
く
、
冬
雲
は
鉛
の
如
し
」
と
表
現
し
た
。
こ
の
鉛
の
ご
と

き
雲
が
凍
雲
で
あ
る
。
凍
雲
は
積
雲
の
一
種
で
、
空
の
低
い
位
置
に

で
き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
輪
郭
が
ボ
ヤ
け
て
空
に
低
く
広
が
る
。

畝
雲
は
畑
の
畝
み
た
い
に
広
が
る
層
積
雲
の
一
種
で
、
層
積
雲
の

中
で
も
特
徴
的
な
形
を
し
て
い
る
。
筋
状
の
雲
と
気
象
情
報
の
説
明

に
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
冬
型
の
気
圧
配
置
で
で
き
る
雲
の
群
を
人

工
衛
星
か
ら
大
き
く
見
て
筋
状
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
富
士
山
が
笠
を
か
ぶ
る
と
雨
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
高
い
的
中

率
を
誇
る
諺
で
あ
る
。
水
蒸
気
を
多
く
含
ん
だ
強
風
が
富
士
山
に
吹

き
つ
け
、
山
腹
に
沿
っ
て
上
昇
気
流
が
起
き
、
山
頂
で
雲
が
発
生
す

る
。
風
下
側
で
は
下
降
気
流
と
な
っ
て
雲
粒
が
消
え
る
。
笠
雲
は
、

高
層
雲
が
厚
く
な
っ
て
で
き
る
。
こ
れ
が
発
生
し
て
い
る
時
の
富
士

山
上
層
の
風
は
強
く
、
雲
は
常
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

つ
る
し
雲
と
い
う
の
も
冨
士
山
に
発
生
す
る
。
こ
れ
は
、
山
頂
を

通
り
過
ぎ
た
上
昇
気
流
が
回
転
し
て
、
富
士
山
の
風
下
に
雲
を
作
る

も
の
で
、
同
じ
場
所
に
浮
か
ん
で
見
え
る
。
月
平
均
一
回
程
度
、
し

か
も
数
分
か
ら
数
秒
と
短
い
間
の
現
象
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年2

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
三
）
三
春

天
文

【
春
の
雲
】

春
雲

春
の
空
に
浮
か
ぶ
雲
で
、
春
の
初
め
は
あ
わ
あ
わ
と
し
た
雲
で
あ

り
、
春
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
空
に
ぽ
か
っ
と
浮
ぶ
雲
が
見
ら
れ
る
。

清
少
納
言
は
「
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
際
、

少
し
明
か
り
て
、
紫
だ
ち
た
る
雲
の
細
く
た
な
び
き
た
る
」
と
表
現

し
た
。
少
し
明
る
く
な
り
、
紫
が
か
っ
た
雲
が
細
く
た
な
び
い
て
い

る
景
色
が
い
い
。

春
の
空
は
霞
ん
で
見
え
る
。
霞
む
の
は
、
大
陸
か
ら
黄
砂
が
飛
ん

で
来
た
り
、
植
物
の
芽
吹
き
で
空
気
中
の
水
分
が
多
く
な
る
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。
昼
と
夜
の
変
わ
り
目
な
ど
に
空
気
中
の
水
分
が
水
滴

に
な
っ
て
白
く
霞
む
。

お
ぼ
ろ
雲
は
、
中
層
か
ら
高
層
に
で
き
る
雲
で
、
輪
郭
が
は
っ
き

り
し
な
い
。
灰
色
の
感
じ
で
空
全
体
に
広
が
る
。
す
じ
雲
は
巻
雲
の

一
種
で
、
高
層
に
で
き
る
雲
で
あ
る
。
巻
雲
が
広
が
っ
て
太
陽
の
周

り
に
日
暈
が
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
日
暈
は
巻
雲
が
氷
の
粒
で
で
き

て
い
る
場
合
に
起
こ
る
。

春
だ
け
に
特
徴
的
と
い
う
雲
は
存
在
し
な
い
が
、
強
い
て
言
え
ば

綿
を
ち
ぎ
っ
た
よ
う
な
ふ
わ
ふ
わ
し
た
積
雲
が
多
い
。
晴
れ
た
日
に

発
生
す
る
。
綿
雲
と
も
呼
ば
れ
。
上
部
が
も
こ
も
こ
し
て
よ
く
変
形

し
、
雲
底
は
平
た
く
あ
ま
り
上
下
し
な
い
。
上
に
向
か
っ
て
成
長
し
、

下
や
横
に
は
成
長
し
な
い
の
が
積
雲
の
特
徴
で
あ
る
。

水
蒸
気
の
凝
結
が
始
ま
る
高
度
を
「
対
流
凝
結
高
度
」
と
い
う
が
、

遠
く
か
ら
積
雲
を
眺
め
る
と
、
雲
底
が
揃
っ
て
遠
く
に
雲
が
群
が
る

よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
底
が
対
流
凝
結
高
度
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年3

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
四
）
仲
春

植
物

【
も
の
の
芽
】

芽

も
ろ
も
ろ
の
草
木
の
芽
の
総
称
で
、
特
定
の
草
木
の
芽
で
は
な
い
。

春
の
息
吹
を
詠
む
。
「
芽
」
に
は
い
く
つ
か
の
意
味
が
あ
る
。
植
物

学
で
は
未
発
達
の
枝
の
こ
と
を
指
す
。
茎
の
先
端
や
幹
と
葉
の
間
に

発
生
す
る
。
一
度
で
き
て
休
眠
す
る
も
の
も
あ
り
、
直
ち
に
新
し
い

枝
を
形
成
す
る
も
の
も
あ
る
。
芽
が
芽
鱗
（
が
り
ん
）
と
呼
ば
れ
る

葉
の
変
形
し
た
も
の
で
包
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
芽
鱗
は
ゴ
ム

状
の
物
質
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
芽
が
成
長
す
る
と
落
ち
て
幹
の
表
面

に
芽
鱗
痕
を
残
す
。
芽
鱗
の
な
い
も
の
は
裸
芽
と
呼
ば
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
芽
が
あ
り
、
花
芽
（
か
が
）
は
花
と
な
り
、
葉
芽
（
よ

う
が
）
は
茎
や
葉
と
な
り
、
腋
芽
（
え
き
が
）
は
葉
の
つ
け
根
に
で

き
る
。
隠
芽
（
い
ん
が
）
は
隠
れ
た
芽
で
春
に
な
る
と
出
て
く
る
。

発
芽
は
、
植
物
の
種
子
や
零
余
子
か
ら
芽
が
出
る
こ
と
、
ま
た
胞

子
や
花
粉
な
ど
が
活
動
を
始
め
る
こ
と
を
指
す
用
語
で
あ
り
、
萌
芽

（
ほ
う
が
）
は
樹
木
の
冬
芽
や
切
り
株
か
ら
の
芽
生
え
の
こ
と
を
指

す
。「
も
の
の
芽
」
と
い
う
季
語
は
こ
れ
ら
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
。

草
の
芽
、
名
草
の
芽
と
い
う
季
語
も
あ
る
。

具
体
的
な
植
物
の
芽
も
そ
れ
ぞ
れ
に
季
語
と
な
っ
て
い
る
。
牡
丹

の
芽
、
薔
薇
の
芽
、
蕗
の
芽
、
木
（
こ
）
の
芽
が
初
春
の
季
語
、
柳
、

山
椒
、
楓
、
楤
、
枸
杞
、
菊
、
芋
、
蔦
、
蘆
、
真
菰
の
芽
が
仲
春
の

季
語
で
あ
る
。
独
活
（
晩
春
）
は
芽
そ
の
も
の
で
芽
独
活
と
も
詠
む
。

木
（
き
）
の
芽
和
（
三
春
）
の
と
き
に
は
読
み
方
が
変
わ
る
。
そ
の

他
に
も
芽
と
付
く
季
語
に
は
、
冬
芽
（
三
冬
）
、
麦
の
芽
（
初
冬
）
、

土
用
芽
（
晩
夏
）
が
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年3

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
五
）
晩
春

植
物

【
柳
絮
】

柳
の
絮

栁
の
花

柳
絮
飛
ぶ

柳
は
花
が
咲
い
た
後
、
綿
毛
の
よ
う
な
実
を
結
び
風
に
乗
っ
て
綿

毛
が
雪
の
よ
う
に
飛
ぶ
。
特
に
北
京
の
柳
絮
が
有
名
で
あ
る
。
日
本

の
柳
の
多
く
は
、
種
子
の
綿
毛
が
少
な
い
品
種
で
、
北
海
道
の
移
入

種
以
外
で
は
柳
絮
が
発
生
し
な
い
。

北
京
で
は
、
春
先
に
枝
垂
れ
柳
や
楊
（
ポ
プ
ラ
系
の
柳
）
が
白
い

綿
毛
を
帯
び
た
種
子
を
飛
ば
す
。
華
北
で
限
ら
れ
た
時
期
に
し
か
見

ら
れ
な
い
。
「
柳
絮
飛
時
花
満
城
」
（
蘇
軾
）
な
ど
の
詩
に
詠
ま
れ

て
い
る
。
観
光
案
内
書
に
も
「
柳
絮
は
北
京
の
風
物
詩
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

北
京
の
柳
絮
は
年
に
よ
っ
て
量
が
異
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
四
月
下

旬
か
ら
五
月
の
連
休
の
こ
ろ
に
飛
ぶ
。
春
の
短
い
北
京
で
は
そ
の
こ

ろ
気
温
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
て
汗
ば
む
ほ
ど
の
日
が
あ
る
。
そ

の
と
き
に
柳
絮
が
飛
ぶ
と
、
目
や
鼻
に
綿
毛
が
入
っ
て
口
も
開
け
ら

れ
な
く
な
る
。
道
に
た
ま
っ
た
柳
絮
は
風
で
団
子
に
な
っ
て
転
が
っ

て
ご
み
と
な
る
。
特
に
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
柳
や
楊
が
多
い
の

で
た
い
へ
ん
で
あ
る
。

静
止
画
像
で
は
牡
丹
雪
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
牡
丹
雪
よ
り
は
る

か
に
軽
い
の
で
柳
絮
は
宙
を
舞
っ
て
い
る
。
吸
い
込
む
と
呼
吸
器
に

障
害
を
起
こ
す
。
柳
絮
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は
激
し
い
発
作
を
起
こ
す

場
合
が
あ
る
。
北
京
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
吸
入
を
防
ぐ
人
が
多

い
と
い
う
。

柳
絮
は
極
め
て
着
火
し
や
す
い
。
乾
燥
し
て
い
る
時
は
危
険
で
、

火
を
捨
て
て
一
気
に
燃
え
広
が
る
火
災
が
後
を
絶
た
な
い
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年4

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
六
）
晩
春

植
物

【
山
葵
】

山
葵
田

山
葵
沢

山
葵
は
日
本
独
特
の
薬
味
で
あ
る
が
、
最
近
、
海
外
で
も
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
「
山
山
葵
」
、
日
本
産
の
「
本

山
葵
」
と
区
別
し
て
呼
ば
れ
る
。
殺
菌
作
用
と
消
臭
作
用
が
知
ら
れ

る
。
刺
身
や
寿
司
に
使
用
さ
れ
る
の
は
安
全
に
美
味
し
く
食
べ
る
た

め
に
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
独
特
の
辛
味
成
分
が
食
中
毒
を
防
ぐ
効

果
を
持
っ
て
い
る
。
優
れ
た
抗
菌
作
用
や
消
臭
作
用
の
ほ
か
、
抗
酸

化
作
用
、
血
流
の
改
善
、
美
肌
効
果
、
が
ん
の
抑
制
作
用
な
ど
の
機

能
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

静
岡
県
で
は
豊
富
な
水
を
生
か
し
て
県
内
各
地
で
山
葵
が
栽
培
さ

れ
る
。
伊
豆
半
島
、
南
ア
ル
プ
ス
に
水
源
を
持
つ
安
倍
川
や
大
井
川

の
流
域
、
富
士
山
の
湧
き
水
に
恵
ま
れ
た
御
殿
場
市
や
小
山
町
な
ど

で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
日
本
一
の
わ
さ
び
産
地
で
あ
る
。
伝
統
的
な

農
法
を
継
承
し
た
静
岡
県
の
水
わ
さ
び
栽
培
が
、
二
〇
一
七
年
に
農

林
水
産
省
の
「
日
本
農
業
遺
産
」
に
、
二
〇
一
八
年
に
国
連
食
糧
農

業
機
関
の
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。

山
葵
栽
培
は
四
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
静
岡
市
有
東
木
地
区
で
始
ま
っ

た
。
駿
府
城
で
晩
年
を
過
ご
し
た
徳
川
家
康
が
献
上
山
葵
を
気
に
入

り
、
有
東
木
か
ら
門
外
不
出
に
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
江
戸
時
代

中
期
に
伊
豆
地
域
へ
伝
わ
り
、
「
畳
石
式
」
と
呼
ば
れ
る
山
葵
田
が

考
案
さ
れ
た
。
大
中
小
の
石
を
積
み
上
げ
、
表
面
に
砂
礫
を
引
い
た

複
層
構
造
で
あ
る
。
用
水
が
表
層
を
流
れ
、
内
部
へ
浸
透
す
る
こ
と

で
不
純
物
が
沪
過
さ
れ
、
同
時
に
に
栽
培
に
適
し
た
摂
氏
八
な
い
し

一
八
度
を
保
つ
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年4

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
七
）
仲
春

植
物

【
野
蒜
】

野
蒜
摘
む

野
蒜
は
春
の
代
表
的
な
山
菜
の
一
つ
で
、
古
来
か
ら
薬
草
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
き
た
。
滋
養
強
壮
に
役
立
つ
。
地
下
の
鱗
茎
を

含
め
た
全
草
に
大
蒜
に
似
た
含
硫
化
合
体
が
含
ま
れ
て
い
る
が
大

蒜
よ
り
は
弱
い
。
日
本
食
品
標
準
成
分
表
で
は
、
水
分
八
七
・
五
、

脂
質
〇
・
一
、
繊
維
一
・
二
、
灰
分
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

葉
と
地
下
に
で
き
る
鱗
茎
が
食
用
と
な
る
。
鱗
茎
は
地
下
五
か

ら
一
〇
セ
ン
チ
に
あ
る
。
土
壌
の
養
分
が
十
分
な
場
所
で
栽
培
さ

れ
た
も
の
は
根
が
大
き
い
。
葉
は
柔
ら
か
く
筒
状
で
、
内
側
が
凹

ん
だ
浅
い
溝
状
で
あ
り
、
断
面
が
三
日
月
形
を
し
て
い
る
。

零
余
子
の
散
布
以
外
に
球
根
が
盛
ん
に
分
球
し
て
繁
殖
す
る
。

鱗
茎
を
夏
に
掘
っ
て
天
日
乾
燥
し
た
も
の
が
生
薬
で
、
薤
白
（
が

い
は
く
）
と
呼
ば
れ
る
。
同
類
の
中
国
の
植
物
名
を
当
て
て
山
蒜
（
さ

ん
き
ん
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
狭
心
症
の
痛
み
の
予
防
、
食
べ
過
ぎ
に

よ
る
食
欲
不
振
な
ど
、
辣
韮
と
同
様
の
効
果
が
あ
る
。
辣
韮
の
薬
草

名
も
同
じ
薤
白
で
あ
る
。
薤
白
一
日
量
三
か
ら
五
グ
ラ
ム
を
、
約
六

〇
〇
Ｃ
Ｃ
の
水
で
半
量
に
な
る
ま
で
煮
詰
め
て
煎
じ
た
汁
を
三
回
に

分
け
て
服
用
す
る
利
用
法
が
知
ら
れ
て
い
る
。

民
間
療
法
と
し
て
、
強
壮
、
鎮
咳
、
扁
桃
炎
、
咽
頭
炎
に
も
効
果

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
、
鱗
茎
の
乾
燥
黒
焼
き
粉
末
を
砂
糖
湯
で
服
用

す
る
方
法
が
知
ら
れ
て
い
る
。
外
用
薬
と
し
て
、
ぜ
に
た
む
し
、
は

た
け
、
し
ら
く
も
、
腫
れ
、
虫
刺
さ
れ
な
ど
に
対
し
て
含
硫
化
合
体

の
制
菌
作
用
に
よ
っ
て
治
り
が
早
ま
る
。
生
の
全
草
を
す
り
つ
ぶ
し

て
患
部
に
塗
る
方
法
も
知
ら
れ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年5

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
八
）
初
夏

時
候

【
若
夏
】

わ
か
な
ち

夏
口

若
夏
（
わ
か
な
つ
）
は
南
島
の
初
夏
の
季
語
で
あ
る
。
四
月
末
の

穀
雨
の
こ
ろ
か
ら
五
月
は
じ
め
に
か
け
て
の
時
節
で
、
陰
暦
四
月
の

稲
の
穂
の
出
る
こ
ろ
を
い
う
。
「
わ
か
な
ち
」
と
も
発
音
す
る
。
沖

縄
の
初
夏
は
夏
口
（
な
つ
ぐ
ち
）
と
も
い
う
。

夏
井
い
つ
き
「
お
ウ
チde
俳
句
く
ら
ぶ
」
の
「
俳
句
季
語
辞
典
」

に
は
、
「
古
代
沖
縄
で
イ
ネ
の
穂
の
出
る
こ
ろ
を
い
う
。
死
語
で
は

あ
る
が
、
琉
球
歌
謡
に
は
あ
ら
わ
れ
る
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
が
、

現
在
で
も
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
、
沖
縄
俳
句
歳
時
記
の
季

語
に
も
あ
り
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
五
月
三
日
か
ら
四
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
沖
縄
日
本
復
帰
記
念
の
沖
縄
特
別
国
民

体
育
大
会
も
「
若
夏
国
体
」
と
呼
ば
れ
た
。

沖
縄
地
方
で
古
来
よ
り
使
わ
れ
、
伝
わ
っ
て
い
る
琉
球
語
を
集
め

た
、
い
わ
ば
琉
球
語
の
辞
書
で
あ
る
『
混
効
験
集(

こ
ん
こ
う
け
ん

し
ゅ
う
）
』
に
よ
る
と
「
四
・
五
月
穂
出
る
比
（
こ
ろ)

を
云(

い
う)

」

と
あ
り
、
若
夏
は
若
々
し
い
青
々
と
し
た
季
節
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

季
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
う
り
ず
ん
」
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
「
う
り
ず
ん
」
は
旧
暦
二
月
か
ら
三
月
の
こ
ろ
を
い
い
、
若
夏

は
こ
の
後
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
説
明
が
正
し
い
。

大
石
芳
野
の
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
『
沖
縄
若
夏
の
記
憶
』

(

岩
波
現

代
文
庫)

は
、
戦
争
の
傷
跡
や
基
地
の
悲
劇
を
背
負
い
な
が
ら
も
、

お
お
ら
か
に
生
き
る
沖
縄
の
人
び
と
や
、
七
色
の
海
、
砂
糖
黍
畑
な

ど
を
、
復
帰
直
後
か
ら
島
々
を
わ
た
り
歩
い
て
撮
り
続
け
て
き
た
著

者
の
沖
縄
へ
の
熱
い
想
い
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年5

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
九
）
初
夏

時
候

【
麦
の
秋
】

麦
秋

麦
秋
は
「
む
ぎ
あ
き
」
と
も
「
ば
く
し
ゅ
う
」
と
も
読
む
。
麦
の

穂
が
実
り
、
収
穫
期
を
迎
え
た
初
夏
の
頃
の
季
節
を
詠
む
季
語
で
あ

る
。
麦
が
熟
し
て
麦
に
と
っ
て
の
収
穫
の
「
秋
」
で
あ
る
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
季
節
の
呼
び
名
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
雨
が
少
な

く
、
乾
燥
し
た
季
節
で
あ
る
こ
と
で
、
す
ぐ
に
梅
雨
が
始
ま
る
の
で
、

二
毛
作
の
農
家
に
と
っ
て
は
麦
秋
の
季
節
は
短
い
。

七
十
二
候
で
は
、
二
十
四
節
気
の
「
小
満
」
の
末
候
を
「
麦
秋
至
」

と
し
て
い
る
。

麦
は
秋
か
ら
初
冬
に
種
を
蒔
く
。
冬
の
間
に
地
中
に
深
く
根
を
伸

ば
し
、
穂
を
出
す
準
備
を
す
る
。
春
を
迎
え
た
麦
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成

長
し
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
麦
畑
は
黄
色
く
色
づ
き
は
じ
め
、
菜

の
花
の
あ
る
所
で
は
緑
と
黄
色
の
美
し
い
景
観
を
作
る
。
梅
雨
前
の

季
節
が
麦
に
と
っ
て
の
収
穫
の
秋
で
あ
る
。
梅
雨
の
な
い
北
海
道
で

は
小
麦
の
収
穫
時
期
は
七
月
か
ら
八
月
に
な
る
。

戦
後
、
日
本
の
麦
生
産
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
麦
秋
の
風
景
を
見

る
こ
と
が
一
時
少
な
く
な
っ
が
、
食
料
の
安
定
供
給
の
観
点
や
消
費

者
の
食
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
近
年
、
国

産
麦
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
応
え
て
国
立
研
究

開
発
法
人
の
農
研
機
構
で
も
新
品
種
開
発
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お

り
、
例
え
ば
麺
類
の
食
感
に
優
れ
る
早
生
で
多
収
の
小
麦
「
ふ
く
ほ

の
か
」
な
ど
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
小
麦
品
種
「
農
林
６
１

号
」
に
較
べ
て
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
低
く
、
う
ど
ん
に
適
し
て

お
り
、
関
東
以
西
の
平
坦
地
で
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
。
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掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
〇
）
初
夏

生
活

【
新
茶
】

走
り
茶

古
茶

「
茶
摘
」
は
、
一
番
茶
、
二
番
茶
、
茶
摘
時
、
茶
摘
唄
、
茶
摘
籠

と
と
も
に
晩
春
、
生
活
の
季
語
で
あ
る
が
、「
新
茶
」
は
、
走
り
茶
、

古
茶
と
と
も
に
初
夏
、
生
活
の
季
語
で
あ
る
。
新
茶
は
茶
摘
の
後
、

茶
揉
な
ど
の
一
連
の
製
茶
作
業
を
経
て
出
来
上
が
り
、
夏
を
迎
え
て

か
ら
飲
む
。
新
茶
が
出
る
と
一
年
前
の
茶
が
「
古
茶
」
と
な
る
。

若
い
葉
を
指
で
丁
寧
に
摘
む
の
に
は
女
性
が
適
し
て
お
り
、
男
性

は
重
労
働
の
茶
揉
に
従
事
す
る
場
合
が
多
い
。
一
連
の
作
業
を
短
期

間
で
こ
な
す
た
め
、
茶
作
り
は
一
家
総
出
の
仕
事
で
あ
る
。
茶
摘
唄

を
口
ず
さ
み
な
が
ら
掌
や
指
先
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
る
。

新
茶
の
時
期
は
、
茶
農
家
に
一
年
に
一
度
訪
れ
る
特
別
な
季
節
で

あ
る
。
立
春
か
ら
八
八
日
数
え
た
五
月
二
日
前
後
に
あ
た
る
八
十
八

夜
の
時
期
に
、
各
地
域
で
茶
摘
体
験
な
ど
の
行
事
も
あ
る
。

茶
の
葉
は
、
チ
ャ
ノ
キ
と
呼
ば
れ
る
ツ
バ
キ
科
の
木
か
ら
育
つ
。

チ
ャ
ノ
キ
か
ら
一
番
初
め
に
出
た
葉
が
「
新
芽
」
で
あ
り
、
そ
の
葉

を
使
っ
て
淹
れ
た
煎
茶
が
「
新
茶
」
で
あ
る
。
過
酷
な
冬
を
乗
り
越

え
て
春
を
迎
え
て
芽
吹
い
た
葉
は
栄
養
を
蓄
え
て
お
り
、
昔
は
滋
養

強
壮
、
体
調
回
復
の
た
め
に
飲
ま
れ
て
い
た
。
新
茶
を
飲
む
と
一
年

間
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
、
新
茶
は
長
寿
に
つ
な
が
る
と

伝
え
ら
れ
た
。

太
陽
光
を
あ
ま
り
浴
び
て
い
な
い
新
茶
の
葉
は
柔
ら
か
く
、
旨
味

の
主
成
分
で
あ
る
テ
ア
ニ
ン
が
豊
富
で
渋
味
が
少
な
い
。
新
芽
の
後
、

二
番
茶
、
三
番
茶
が
採
れ
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
番
茶
と
呼
ぶ
。
番

茶
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
で
あ
る
。


